
コロナ禍ではありますが、老人クラブ連合会はなるべく予定している行事を行うつもりでいます。 

９月１３日（火）にはシルバーバードゴルフ大会を予定しています。収束の見通せない今は、工夫をして

コロナと向き合って頑張りましょう。末広大学も１０月ごろには再開する予定で準備を進めています。

現在、千秋町連区民生児童委員２２名は、「さまざまな課題を抱えた人々を支えるために」を重点に掲げ、

見守りや訪問活動を中心に活動しています。“住民の身近な相談相手”として日常生活上のさまざまな課題

について、助言や情報提供を行うと共に具体的な支援やサービス利用が必要な場合において、行政機関等へ

のつなぎ役となり、その後も連携しながらの見守り、訪問活動に取り組んできました。 

今年度の委員改選にあたり、地域の一員として共に地域をつくり支えあっていくために、民生児童委員に

期待される「つなぎ役」「聴き上手」を委員の目標とし、守秘義務は人権尊重の一つだという自覚を持って

新たに活動を広げていきたいと考えています。

5月8日（日）、2年ぶりに子どもフェスティバルを開催することができました。子ども会は、遊びや奉

仕活動などを通して様々な体験を積み、家庭で与えることができない経験を行う自治集団です。 

児童育成協議会では、新型コロナウイルス感染症や熱中症対策をしっかり行い、安心安全な取り組みを進

めていきます。そのため、スポーツ大会は6月から１０月に変更しました。 

今後も「何をどのようにするとできるのか」を考え、事業を進めていく予定です。

新型コロナウイルスの感染拡大防止を最優先しなければならないため、盆踊り大会・町民運動会・文化展

の三大事業は２年続けて実施できませんでした。このうち、文化展は、昨年度、規模の縮小・設営期間を長

く取るなどの工夫により、何とか開催の目途が立ちましたが、最終判断の段階で見送りとなりました。  

こうした苦境の中にあっても、執行部では今までの常識にとらわれず、従来とは違った考え方により公民

館事業を守っていこうと、ひたすら議論を続けてきました。そして、今年度、当初の役員総会を初めて２部

制で開催、千秋公民館の独自事業「うなぎつかみ大会（家庭学習部）」も２部制とし、分散した受付・移動な

ど感染対策を徹底して、６月１２日（日）に過去最大の参加者を集め、盛大に開催することができました。

 これからも、従来の事業について、出来る限りスクラップ＆ビルドに努め、今まで以上に地域コミュニテ

ィの維持、地域住民の絆づくりに寄与できるよう努力してまいります。

「女性のさらなるスキルアップを目指して」をテーマに女性がより一層、健康で輝けるよう楽しい講座 

【女性学級】を、今年度は６回開催します。前期は、①「マンドリン演奏」②「ピアノ・フルート演奏」 

③「手芸教室エコバッグづくり」を、後期は、①「アレンジフラワーづくり」②「ヨガ教室」③「クリスマ

ス用ケーキづくり」を予定しています。後期３回の講座の募集については、詳細が決定次第ご案内します。

地域の女性の皆さまにとって、様々な学習を通してのスキルアップ、情報交流など有意義な講座となれば

幸いです。なお、新型コロナウイルス感染防止に努めていきますが、社会見学は中止とさせていただきます。

※行事への参加・参観の可否は主催者又は千秋町出張所へお尋ねください。 


